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K u s h i m a  C i t y  P u b l i c  R e l a t i o n s

第３日曜日は朝市から始めよう
マイナンバーを順次お届けしています

想いが、未来をつくる特
集
1

特
集
２
特
集
３

福島高生が地元食材を使ったスイーツ販売



想
い
が
、

未
来
を

つ
く
る

「
く
し
ま

総
合
案
内
所
」
に
は

ふ
る
さ
と
を
思
う

た
く
さ
ん
の

熱
い
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
活
性
化
の

礎
と
な
る
の
は
、

そ
こ
に
住
む
地
域
住
民

一
人
ひ
と
り
の
想
い
。

ま
ち
へ
の
想
い
が

地
域
の
力
と
な
り
、

串
間
を
変
え
る
―
。
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路
面
電
車
を 

魅
力
あ
る
情
報 

発
信
の
拠
点
に

　

今
年
５
月
28
日
に
Ｊ
Ｒ
串
間
駅

近
く
に
設
置
さ
れ
た
路
面
電
車
。

そ
の
路
面
電
車
内
に
11
月
１
日
、

「
く
し
ま
総
合
案
内
所
」
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
心
市
街
地
の
シ
ン
ボ
ル
的
存

在
に
な
っ
て
い
る
路
面
電
車
は
、

市
街
地
に
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
そ

う
と
、
市
民
団
体
「
く
し
ま
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
（
喜
多
祥
一
会
長
、

18
人
）」
が
市
民
基
金
と
同
協
議

会
負
担
で
購
入
し
、
設
置
し
た
も

の
で
す
。
そ
の
一
部
を
市
が
借
り

る
形
で
総
合
案
内
所
と
し
て
活
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

案
内
所
に
は
、
建
築
士
会
、
建

築
業
協
会
、
建
設
業
協
会
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で
整
備
さ
れ

た
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
や
自
転
車
ス
タ

ン
ド
、
無
料
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

「
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）」

も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

く
し
ま
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

『
ま
ち
を
元
気
に
し
た
い
』
と
い

う
想
い
が
多
く
の
賛
同
者
を
集
め
、

そ
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
の

で
す
。

人
と
ロ
ボ
ッ
ト
の 

お
も
て
な
し

　

案
内
所
で
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
く
し
ま
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
ス
タ
ッ
フ
で
つ
く
る
「
市
民
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
が
観
光
ス
ポ
ッ

ト
や
市
内
飲
食
店
情
報
な
ど
を
発

信
。
毎
日
午
前
９
時
半
か
ら
午
後

５
時
半
ま
で
常
駐
し
、
観
光
客
の

案
内
役
を
務
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

と
一
緒
に
観
光
客
を
お
も
て
な
し

す
る
の
が
特
命
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

の
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
ペ
ッ
パ
ー
」。

周
囲
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、

自
分
で
判
断
し
て
行
動
し
、
表
情

や
声
か
ら
人
の
感
情
も
察
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
総
合
案
内
所
の

マ
ス
コ
ッ
ト
的
存
在
と
し
て
、
観

光
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

串
間
の
魅
力
を 

発
信
し
よ
う

　
「
く
し
ま
総
合
案
内
所
」
で
は

運
営
の
た
め
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
市
民
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お

力
で
串
間
の
「
よ
か
と
こ
」
を
紹

介
し
ま
せ
ん
か
。
特
別
な
知
識
は

必
要
な
く
、
参
加
は
無
理
の
な
い

範
囲
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
左
記

の
日
程
で
講
習
会
を
行
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
12
月
16
日（
水
）
午
後
７
時
～

②
12
月
20
日（
日
）
午
前
10
時
～

●
場
所
＝
路
面
電
車
内

　串間が少しでも元気になればとの思
いでやってみようと思いました。串間
の良いところをお伝えできればと思い
ます。串間に住んでいながら知らない
ことも多いですが、勉強することで今

まで知らなかった
串間の良さを発見
できるかもしれま
せん。楽しみなが
らお手伝いできれ
ばいいですね。

　案内という形で力になれるよう頑張
りたいと思います。串間には都井岬や
幸島など自慢できるすばらしい場所が
たくさんあります。串間のことをもっ
と知る良い機会でもあるし、自分も勉
強しながら、観光
客の皆さんに串間
の良いところをど
んどんＰＲして盛
り上げていきたい
ですね。

市民コンシェルジュ Interview

問い合わせ先　商工観光スポーツランド推進課  ☎７２-１１１１（内線２６７）
　　　　　　　くしま総合案内所  ☎０８０-１０５１-３２３８

串間の良さをお伝えしたい 串間をＰＲして盛り上げたい

福島地区・上郡元

深
ふか

江
え

　弘
ひろし

さん

福島地区・上町

山
やま

本
もと

 節
せつ

子
こ

さん

日本に２台しか残っていない
広島電鉄の 750 形車両。

くつろぎの空間ウッドデッキ。

自転車スタンドも設置。

人型ロボット「ペッパー」が
特命コンシェルジュに。

コンシェルジュとして市民ボランティアの
皆さんが案内します。



Interview
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く
し
ま
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長

喜き

多た 

祥し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
（
喜
多
米
穀
店
）

ど
こ
に
も
な
い
も
の
を

　

４
年
前
、
市
が
計
画
し
て
い
る

旧
吉
松
家
住
宅
周
辺
再
開
発
事
業

の
中
で
協
議
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

活
動
の
中
で
、
ど
う
い
う
ま
ち
づ

く
り
を
す
る
か
と
な
っ
た
と
き
に
、

旧
吉
松
家
住
宅
の
元
家
主
で
あ
る

吉
松
忠
敬
氏
の
存
在
が
あ
り
ま
し

た
。
忠
敬
氏
が
枕
木
運
送
な
ど
で

財
を
成
し
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
日
南
線

の
全
線
開
通
に
尽
力
し
た
こ
と
か

ら
鉄
道
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

今
年
よ
う
や
く
協
議
会
で
資
金
を

集
め
路
面
電
車
を
購
入
し
、
駅
前

に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

時
間
は
か
か
る
と
思
う
け
ど
、
路

面
電
車
を
最
低
５
台
は
設
置
し
た

い
で
す
。「
親
子
で
来
て
も
ら
う
」

こ
と
を
大
き
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
、
全
国
ど
こ
に
も
な
い
広
場
を

作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

っ
と
驚
く
よ
う
な
楽
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

こ
れ
か
ら
の
未
来
は
子
ど
も
た

ち
が
作
る
の
だ
か
ら
、
我
々
は
つ

な
ぎ
役
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
、
そ
し
て
50
年
、
100
年
後
の

串
間
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
で
す

ね
。

く
し
ま
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
副
会
長

池い
け

島し
ま

正ま
さ

浩ひ
ろ

さ
ん
（
大
洋
建
設
）

垣
根
を
越
え
て
み
ん
な
で

　

電
車
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、

協
議
会
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で
や
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
動
い
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
建
築
士
で
あ
れ

ば
設
計
を
担
当
し
た
り
、
私
の
会

社
は
建
設
会
社
な
の
で
基
礎
工

事
や
力
仕
事
を
担
当
し
た
り
し
て
、

各
メ
ン
バ
ー
が
で
き
る
こ
と
を
み

ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
公
共
事
業
と
違

っ
て
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
た
分
、

愛
着
が
あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち
で

作
れ
ば
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
も
わ

い
て
く
る
し
、
大
変
な
分
、
喜
び

も
多
い
で
す
。
お
そ
ら
く
関
わ
っ

た
人
は
み
ん
な
そ
う
だ
と
思
い
ま

す
け
ど
、
路
面
電
車
に
人
が
集
ま

っ
て
い
る
の
を
見
る
と
う
れ
し
い

で
す
ね
。

　

少
し
ず
つ
目
に
見
え
る
形
に
な

っ
て
き
て
、
こ
れ
が
第
一
歩
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
串
間
の

こ
と
を
考
え
る
と
協
議
会
だ
け
と

い
う
形
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
垣

根
を
越
え
て
、
市
民
み
ん
な
で
考

え
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
と
も
っ

と
活
気
の
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

く
し
ま
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
副
会
長

川か
わ

田だ 

好よ
し

文ふ
み

さ
ん
（
菊
水
堂
）

ゆ
っ
く
り
で
き
る
空
間
を

　

総
合
案
内
所
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
で
福
島
高
生
の
ス
イ
ー

ツ
販
売
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
生
が
考
え

た
も
の
を
私
た
ち
が
作
っ
て
形
に

し
て
、
高
校
生
が
販
売
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
お
互
い
に
い
い
経
験
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
結
構
お
店

に
問
い
合
わ
せ
も
多
く
て
反
響
が

あ
り
ま
す
ね
。
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
第
２
弾
も
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

　

11
月
中
に
は
、
路
面
電
車
に
水

道
を
ひ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
水

が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

う
な
る
と
カ
フ
ェ
も
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
で
、
年
内
に
は
試
験
的
に

で
も
カ
フ
ェ
に
挑
戦
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
路
面
電
車
が
ゆ
っ

く
り
で
き
る
よ
う
な
空
間
に
な
っ

て
、
観
光
客
の
方
た
ち
に
少
し
で

も
串
間
に
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

協
議
会
に
入
っ
て
、
た
く
さ
ん

の
人
を
知
っ
た
り
、
学
ぶ
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

も
串
間
を
元
気
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
た
ち
ば
か
り
な
の
で
一
緒

に
串
間
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

く
し
ま
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
幹
事

西に
し

村む
ら

　
悟さ
と
るさ

ん
（
来
夢
設
計
）

路
面
電
車
を
起
爆
剤
に

　

協
議
会
で
路
面
電
車
を
設
置
す

る
こ
と
が
決
ま
り
、
い
ざ
探
し
て

み
る
と
思
っ
た
以
上
に
無
く
、
見

つ
か
っ
て
も
電
車
マ
ニ
ア
だ
と
思

わ
れ
て
門
前
払
い
で
し
た
。
そ
ん

な
中
、
Ｊ
Ｒ
北
陸
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
と
い
う
会
社
を
見
つ
け
、
金
沢

の
本
社
ま
で
出
向
き
、
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
電
車
の
必
要
性

を
説
明
し
ま
し
た
。
思
い
を
伝
え

た
と
こ
ろ
、
旧
吉
松
家
住
宅
に
合

う
レ
ト
ロ
な
電
車
が
広
島
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
譲
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

設
置
し
た
当
初
は
、
い
ろ
ん
な

批
判
も
あ
り
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
き
た
こ
と
や
、
ウ

ッ
ド
デ
ッ
キ
を
作
っ
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方

が
徐
々
に
増
え
て
き
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
デ
ッ
キ
作
り
は
一
般

市
民
、
建
築
業
協
会
、
建
設
業
協

会
、
建
築
士
会
の
方
々
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
り
完
成
し
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の

電
車
が
、
串
間
に
少
し
で
も
元
気

が
で
る
一
つ
の
ア
イ
テ
ム
に
な
れ

ば
協
議
会
と
し
て
も
う
れ
し
い
で

す
ね
。

くしま 
まちづくり 

協議会
　
　仲町商店会を中心に、
建築士会や市民有志 18
人で組織されている「く
しままちづくり協議会」。
串間市の活性化のために
旧吉松家住宅の雰囲気に
合う大正ロマンのまちづ
くりを提唱しています。
　路面電車の設置にあた
っては、資金集め、購入
に至るまでの譲渡交渉、
車両運搬、基礎工事、設
置の全てを同協議会で行
いました。
　路面電車によるまちづ
くりの他にも旧吉松家住
宅前の空き地を活用した
市民・観光客の憩いの場
となる広場づくりのデザ
イン提案、新居﨑邸と石
蔵を活かしたまちづくり
の提案、旧吉松家住宅前
で飛ぶホタルの保護など
活動は多岐にわたります。 上段左から : 喜多 祥一さん、松岡 勝矩さん、池島 正浩さん、川田 好文さん、河野 秀親さん、西村 　悟さん、木原　 愛さん、平田 慎也さん、水元 和人さん

下段左から : 堀口 直樹さん、中馬 舞子さん、井上 幹夫さん、岩下 大次さん、坂口 　恵さん、立本 昌寛さん、清水 紀彰さん、瀬尾 大樹さん、山下 昌志さん
路面電車で七夕ジャズライブや線香花火大会を開催。
にぎわいも生まれている。

費用削減のため
レール運搬も自分たちで。

5 月 28 日、協議会により路面電車がＪＲ串間駅そばに設置される。

10 月末、ボランティアによりウッドデッキが整備された。

ま
ち
の
新
し
い
カ
タ
チ
を

つ
く
る
た
め

立
ち
上
が
る
人
た
ち
が
い
る

く
し
ま

ま
ち
づ
く
り

協
議
会

「
人
口
流
出
」「
少
子
高
齢
化
」

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
―
。

そ
ん
な
言
葉
が
串
間
の
現
状
を
物
語
る
。

し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も

串
間
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と

頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。

そ
れ
が

『
く
し
ま
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
』
の
皆
さ
ん
。

た
く
さ
ん
の
人
の
心
が
一
つ
に
な
り
、

「
結
」
の
力
で
串
間
に

新
た
な
風
を
吹
か
せ
て
い
る
。

想
い
は
一
つ
、『
串
間
の
た
め
に
』
―
。

想いが、未来をつくる
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毎月第３日曜の朝に開催されている『くしま朝市よかむん市』。
趣向を凝らした毎月のイベントや、串間の地場産品には、来場者を笑顔にする元気が詰まっています。

あなたも朝市に出かけてみませんか。

串
間
の
地
場
産
品
が
集
ま
る
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
「
く

し
ま
朝
市
よ
か
む
ん
市
」。
平
成
２
年

に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
26
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

毎
月
第
３
日
曜
日
の
朝
に
、
商
工
会

議
所
周
辺
広
場
に
て
開
催
さ
れ
、
出
店

数
は
毎
月
約
25
店
舗
。
地
場
産
業
振
興

対
策
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
出
店
業
者

の
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
串
間
を
中
心

に
日
南
や
宮
崎
か
ら
の
出
店
も
あ
り
ま

す
。
店
頭
に
は
、
て
ん
ぷ
ら
や
干
物
、

ち
り
め
ん
な
ど
の
水
産
加
工
品
、
米
な

ど
の
農
産
物
、
う
ど
ん
、
軽
食
な
ど
串

間
の
「
よ
か
む
ん
」
が
並
び
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
か
む
ん
市
で
は
、
毎
回
趣

向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。「
オ
リ
ジ
ナ
ル
紙
ひ
こ
う
き
飛
ば

し
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
「
コ
ー
ラ
早
飲
み

選
手
権
」「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
な
ど

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

毎月楽しみにしています
　朝市は毎月楽しみにしていて、ほぼ毎月来ています。天ぷら
や魚など来ると良いものが目に入ります。朝市は店頭に並んで
いる品物もいいけど、久しぶりに会う人もいて、交流できるの
もいいですね。子どもたちも多くて元気をもらっていますよ。

朝市のお手伝いをしています
　朝市では、写真を撮ったり、振る舞いを配ったりして、市
民と交流しています。知らない人と話すのは大好き。友だち
も増えるし、朝市はとても楽しいですね。毎月来て、お手伝
いをしているので気軽に話しかけてください。

　「朝市で朝食を」をコンセプトに開催しているよかむん市
は 25 年以上続いています。始めたころからの出店者もいた
り、最近は、日南や宮崎からの出店業者も増えてにぎわっ
ています。懐かしい味と新しい味を楽しめるのがよかむん
市の良さの一つでもあります。
　もう一つの特徴はイベント。子どもたちに喜ばれるイベ
ントを心掛けています。来年はマグロの解体ショーを企画
中です。マンネリにならないようにお客さんが喜ぶことを
考えていきたいですね。ぜひご家族で遊びに来てください。
出店者も募っていますので、気軽に出店してください。

第３日曜日は
　市から始めよう

よかむん市の魅力
朝市だけの特別価格で購入できる商品が盛りだくさん。
朝市を通していろいろな人とたくさん交流ができます。
お店には自慢の逸品が並び、会話を通し、 
安心納得して品選びができます。

\まちのひとインタビュー/

其の一
其の二
其の三

日時＝毎月第３日曜 午前７時～９時
場所＝串間商工会議所周辺広場（１月・９月は串間市漁協で開催）
問い合わせ先＝串間市地場産業振興対策協議会 ☎７ ２-０５０６

串間市地場産業 
振興対策協議会 会長

松
まつ

尾
お

 定
さだ

直
なお

さん

国際交流員
ジョン・ケリーさん

大束地区・市ノ瀬

柴
しば

田
た

 加
か

志
し

子
こ

さん

くしま朝市
よかむん市

朝

お客さんが常に喜ぶことを

12月のよかむん市は、１時間
延長の拡大バージョンで開催します。
豪華景品が当たるお楽しみ抽選会も

予定しておりますので
ぜひ足をお運びください！



マイナンバーを順次
お届けしています。
マイナンバー（個人番号）の通知は、
住民票の住所に簡易書留で世帯ごとにお届けします。
通知は、おおむね12月中旬までには届きますので
大切に保管してください。

❶ 通知カード
あなたのマイナンバー（個人番号）が記載されています。
ミシン目に沿って切り離し、大切に保管してください。
「個人番号カード」の取得にも必要です。

❸ 説明用パンフレット

❷ 個人番号カード交付申請書
必要事項を記入し、写真を貼れば、
簡単に申請できます。
詳しくは、❸説明用パンフレットをご覧ください。

❹個人番号カード交付申請書の

　 返信用封筒

※10月５日時点の住民票の住所に届きます。
※10月以降に転居した方への通知はもうしばらくお待ちください。

配達時に不在だった場合は
不在連絡票をご確認ください。

「通知カード」は
マイナンバーを証明するものです。
身分証明書としては利用できません。

配達時にご不在の場合は、「簡易書留ご不在連絡票」が
ポストに投函されます。
再配達を依頼するか、郵便局窓口へ出向き、受け取ってください。
郵便局の保管期限を超えてしまった方は、身分証明書（運転免許証など）と
印鑑を持って市民係窓口（☎内線２２１）にお越しください。

通知カードは、あなたの個人番号を確認することだけに利用できます。
一般的な本人確認の手続において用いることはできません。
市役所や金融機関での手続きの際、なりすましによる被害を防ぐため、

顔写真付きの身分証明書の提示が必要になっています。
運転免許証やパスポートなどの顔写真付きの身分証明書をお持ちでない方は、

個人番号カードの取得をおすすめします。

不在連絡票の見本

交付申請

マイナンバーのお問い合わせは不正な勧誘や情報取得にご注意ください
０１２０-９５-０１７８
０５０-３８１８-１２５０消費者ホットライン 警察相談専用電話

０５０-３８１６-９４０５

新設

一部ＩＰ電話などで上記ダイヤルに繋がらない場合

怪しいなと
思ったら ☎１８８ ☎＃９１１０

「あなたの名前やマイナンバーを貸してほしい」といった依頼は詐欺の手口です。
こうした手口で、人を欺くなどして、他人のマイナンバーを取得することは法律により罰せられます。

不正な提供依頼を受けて自分のマイナンバーを他人に教えてしまっても、刑事責任を問われることはありません。
マイナンバーについて詳しくは

通知カード・個人番号カードについて

その他のお問い合わせ

（無料）マ イ ナ ン バ ー
総合フリーダイヤル

平　日  ９：30 ～ 22：00
土日祝  ９：30 ～ 17：30
※年末年始を除く

検 索マイナンバー

こちらの封筒が
届きます。

封筒の中に入っているもの

み  ほ
  ん

お近くの
消費生活相談窓口を

ご案内します。

または
最寄りの警察へ

・個人番号の確認ができます
・身分証明書としては利用できません

・個人番号の確認ができます
・身分証明書として利用できます

通知カード 個人番号カード

み ほ ん
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T H E  S L O W  F O O DT H E  S L O W  L I F E

串
間
市
の
活
性
」
を
目
標
に
、
昨

年
４
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た

『
く
し
ま
ジ
ェ
ン
ヌ
』。
井い

手で

美み

保ほ

子こ

さ
ん
、
小こ

山や
ま
宏ひ
ろ
子こ

さ
ん
、
河か
わ
辺べ

秀ひ
で
子こ

さ

ん
の
３
人
で
手
作
り
の
石
け
ん
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

石
け
ん
は
、
苛
性
ソ
ー
ダ
を
精
製
水

に
溶
い
た
も
の
と
オ
イ
ル
を
混
ぜ
、
型

に
入
れ
て
１
カ
月
間
熟
成
さ
せ
た
も
の

を
好
み
の
大
き
さ
に
切
っ
て
出
来
上
が

り
。
オ
イ
ル
に
は
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や

コ
コ
ナ
ツ
オ
イ
ル
、
パ
ー
ム
オ
イ
ル
な

ど
添
加
物
の
入
っ
て
い
な
い
食
用
の
オ

イ
ル
だ
け
を
使
い
ま
す
。
泡
立
ち
や

し
っ
と
り
感
を
ど
う
す
る
か
に
よ
っ
て

オ
イ
ル
の
分
量
を
変
え
た
り
、
ラ
ベ
ン

ダ
ー
や
マ
ン
ゴ
ー
、
米
ぬ
か
、
竹
炭
な

ど
を
混
ぜ
て
作
ら
れ
て
お
り
、
種
類
も

約
20
種
類
と
豊
富
。「
見
た
目
や
に
お

い
も
い
ろ
い
ろ
楽
し
め
て
、
お
肌
に
も

や
さ
し
い
で
す
よ
」
と
メ
ン
バ
ー
は
話

し
ま
す
。

活
動
は
月
に
１
回
。
３
人
で
集
ま
り
、

石
け
ん
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。「
お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
共
有

で
き
て
い
ま
す
。
女
子
会
の
よ
う
な
感

じ
で
す
ね
」
と
笑
顔
の
３
人
。
作
っ
た

石
け
ん
は
、
い
こ
い
の
里
や
く
し
ま
駅

の
駅
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
そ
の
売
上

げ
の
一
部
を
ふ
る
さ
と
納
税
や
路
面
電

車
の
基
金
と
し
て
寄
付
し
て
い
る
そ
う

で
「
少
し
で
も
串
間
の
活
性
化
に
つ
な

が
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

肌
に
も
自
然
に
も
や
さ
し
い
手
作
り

石
け
ん
。
一
度
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 ホカホカの御飯にぜひ

カラフルで見た目も楽しめます

九
州
北
部
で
「
ア
ゴ
」
と
い
う
方

言
で
呼
ば
れ
て
い
る
と
び
う

お
。
都
井
岬
沖
で
１
年
中
捕
れ
、
刺
身

や
塩
焼
き
、
揚
げ
物
と
、
お
い
し
く
い

た
だ
け
ま
す
。
そ
の
と
び
う
お
を
１
０

０
％
使
っ
た
ふ
り
か
け
を
開
発
し
た
の

は
、
都
井
地
区
・
宮
ノ
浦
に
お
住
ま
い

で
、
個
人
商
店
「
ま
る
か
つ
水
産
」
を

立
ち
上
げ
た
瀬せ

能の
う
勝か
つ
利と
し
さ
ん
で
す
。

茨
城
県
出
身
の
瀬
能
さ
ん
は
、
２
０

０
４
年
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
も
と

も
と
千
葉
県
で
す
し
職
人
を
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
市
民
病
院
で
給
食
を
作

る
仕
事
を
し
な
が
ら
カ
マ
ス
や
と
び
う

お
の
干
物
を
作
っ
て
生
活
し
て
い
ま
し

た
。
ふ
り
か
け
を
作
り
始
め
た
の
は
５

年
前
。
そ
の
干
物
を
ほ
ぐ
し
た
お
茶
漬

け
を
友
人
に
食
べ
さ
せ
た
と
こ
ろ
「
お

い
し
い
」
と
絶
賛
さ
れ
た
こ
と
か
ら
ふ

り
か
け
の
商
品
化
を
思
い
つ
い
た
そ
う

で
す
。

調
理
方
法
は
、
天
日
干
し
し
た
と
び

う
お
を
炭
火
で
あ
ぶ
り
、
再
び
天
日
干

し
。
そ
の
後
、
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

で
フ
レ
ー
ク
状
に
つ
ぶ
し
、
千
切
り
大

根
、
ゴ
マ
、
昆
布
な
ど
を
加
え
て
完
成

で
す
。

「
内
容
量
65
ｇ
の
一
瓶
作
る
の
に
約

３
匹
の
と
び
う
お
を
使
い
、
一
回
に
作

る
の
は
50
～
60
本
で
３
日
は
か
か
る
」

と
語
る
瀬
能
さ
ん
。
水
分
が
残
る
と
日

持
ち
し
な
い
た
め
、
乾
燥
さ
せ
る
の
に

時
間
が
か
か
る
そ
う
で
す
。

現
在
、
く
し
ま
駅
の
駅
、
都
井
岬
灯

台
前
の
前
田
商
店
、
南
郷
町
の
道
の
駅

「
な
ん
ご
う
」
の
３
店
舗
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

ご
飯
は
も
ち
ろ
ん
、
冷
や
や
っ
こ
や

納
豆
な
ど
何
に
で
も
あ
う
ア
ゴ
ふ
り
か

け
。
１
度
試
し
て
み
る
の
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

し
っ
と
り
と
し
て
い
な
が
ら  

歯
応
え
の
あ
る
食
感
を
実
現

お
肌
し
っ
と
り
や
さ
し
い
使
い
心
地

カ
ル
シ
ウ
ム
満
点  

ア
ゴ
ふ
り
か
け

人
と
地
球
に
や
さ
し
い
手
作
り
石
け
ん

都井地区・宮ノ浦

瀬
せ

能
のう

 勝
かつ

利
とし

さん
冬のとびうおは値段も
高く脂ものりすぎていて
加工が難しいので、夏の
とびうおを使います。 

くしまジェンヌの皆さん
（左から河

かわ

辺
べ

さん、井
い

手
で

さん、小
こ

山
やま

さん）
　１月に石けんづくり教室を開催する予定で
す。ぜひ遊びにいらしてください。



14

25

36

市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics
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表彰された小田原さん

環境大臣表彰
伝達式

多
彩
な
音
楽
で
会
場
沸
か
す

　
10
月
31
日
、
11
月
１
日
の
２
日
間
、
市
文
化
会
館
で
『
串

間
音
楽
祭
２
０
１
５
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
間
で
約

３
０
０
人
が
来
場
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
は
、

３
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
や
浜
崎
奈
津
子
さ

ん
、
都
城
出
身
の
高
校
生
H 

i
k
a
r
u
さ
ん
ら
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、
２
日
間
合
わ
せ
て
プ

ロ
、
ア
マ
22
組
が
出
演
。
バ
ン

ド
演
奏
や
コ
ー
ラ
ス
、
吹
奏
楽

な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽

で
会
場
を
盛
り
上
げ
、
集
ま
っ

た
観
衆
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

串間に帰省中で、たまたま音楽
祭のことを知り、２日間とも来
ました。太鼓演奏がとてもすば
らしかったです。大野君の３
SOULも歌が優しくてほのぼの
しました。皆さんのすてきな演
奏に元気をもらいました。また
機会があれば行きたいですね。

元気もらった

　
11
月
7
日
、
幸
島
で
京
都
大
学
野
生
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー

幸
島
観
察
所
が
公
開
講
座
「
1
日
研
究
体
験

－
幸
島
の
サ
ル

の
観
察

－

」
を
開
き
、
市
内
外
か
ら
約
30
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
午
前
中
は
幸
島
に
渡
り
、

研
究
員
の
高
橋
明
子
さ
ん
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
開
始
。
サ
ル
の
行
動

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
取
っ
た
り
、

生
息
環
境
で
あ
る
森
林
内
の
散

策
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
は

講
義
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち

は
サ
ル
の
行
動
や
生
態
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

幸
島
で
サ
ル
の
生
態
を
学
ぶ

高鍋町から来ました。自然保護
のボランティアをしていて、野
生動物に興味があり応募しまし
た。研究員の解説付きで、観光
では経験できない貴重な体験を
させてもらいました。トレッキ
ングも楽しめたし、いろいろと
勉強できて楽しかったですね。 

貴重な体験に

児湯郡高鍋町在住

廣
ひ ろ

畑
は た

 美
み

智
ち

子
こ

さん

　11月９日、岬馬の保護監
視員である小

お

田
だ

原
わら

博
ひろ

幸
ゆき

さん
が、平成27年度自然公園関
係功労者環境大臣表彰を受
けられたことから伝達式が
行われました。都井岬内の
自然環境、特に岬馬を守る
ための保護活動を26年もの
長きにわたって活動してき
たことが評価されました。

　
10
月
23
日
、
市
文
化
会
館
で
『
東
九
州
自
動
車
道
建
設
促

進
日
南
・
串
間
・
志
布
志
地
区
総
決
起
大
会
』
が
行
わ
れ
、

市
民
や
関
係
者
ら
約
１
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
総
決

起
大
会
で
は
主
催
者
を
代
表
し
、

崎
田
恭
平
日
南
市
長
が
「
早
期

完
成
は
地
域
の
悲
願
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
力
を
合
わ
せ
て
が
ん

ば
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
早
期

完
成
を
求
め
る
大
会
決
議
案
を

採
択
し
、
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
で

思
い
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
３
市
の
高
校
生
に
よ
る
意

見
発
表
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

早
期
事
業
化
の
機
運
高
ま
る

力を合わせて
串間のみちを考える会の一員と
して参加しました。「熱意を
届けたい」と全員で声掛けし
て93名が集まってくれました。
会場には1200人以上の市民や
関係者が集まり、事業化の話も
順調に進んでいて喜んでいます。
一致団結して頑張りましょう。 

福島地区・上小路

齊
さ い

藤
と う

 チヅ子
こ

さん

福島地区・仲町

竹
た け

下
し た

 蓮
れ ん

汰
た

くん

　
11
月
8
日
、
市
文
化
会
館
で
『
第
49
回
串
間
市
民
秋
祭
り

文
化
祭
（
主
催
：
ま
ち
づ
く
り
活
性
化
委
員
会
）』が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
舞
台
発
表
に
は
大
正
琴
、
舞
踊
、
歌
謡
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
、
太
鼓
な

ど
26
の
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
に
約

２
０
０
人
が
出
演
。
琴
伝
流
大

正
琴
た
ま
ゆ
ら
会
の
演
奏
で
ス

タ
ー
ト
し
、
出
演
者
は
次
々
と

日
ご
ろ
の
文
化
活
動
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。
発
表
が
終
わ

る
た
び
に
延
べ
７
０
０
人
が
詰

め
掛
け
た
会
場
か
ら
は
盛
大
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
披
露

日ごろから串間で開催されるイ
ベントには行っています。文化
祭にも毎年来ていますよ。コー
ラスが好きで、今日の発表も歌
謡なんかは聴きごたえがありま
した。文化祭は内容が高齢者向
けなのでとても楽しかったです。
また来年も参加したいですね。 

楽しめました

福島地区・天神

野
の

邉
べ

 ナツエさん

兵庫県伊丹市在住

三
み

輪
わ

 啓
さとし

さん・チトコさん

鹿児島県志布志市在住

福
ふく

永
なが

 礼
ゆき

史
ひと

さん・英
は

奈
な

さん

　

11
月
３
日
、『
第
49
回
串
間
市
民
秋
ま
つ
り
』
が
あ
り
ま

し
た
。
串
間
商
工
会
議
所
周
辺
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
豚
肉
や

ニ
ジ
マ
ス
な
ど
の
振
る
舞
い
や
地
場
産
品
の
販
売
、
ス
テ
ー

ジ
で
の
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
演
奏

な
ど
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
パ
レ
ー
ド
に
は
44
団
体

が
参
加
。
ダ
ン
ス
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
し
な
が
ら
中
心

市
街
地
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
６
地
区
か
ら
選
ば

れ
た
『
ミ
ス
六
花
』
も
パ
レ
ー

ド
に
参
加
。
あ
で
や
か
な
和
装

で
、
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

串
間
に
今
年
も
秋
の
風
物
詩

来年もやるぞ
今年初めてうどんを販売しまし
た。いろんな地域の方々とふれ
あえるので楽しいですし、いい
経験になりました。まつりで一
番印象に残ったのはバンドの
「ONE HUNDRED TWENTY」
です。同級生が組んでいるバン
ドでとてもかっこ良かったです。

都井岬へ訪れた皇太子さま

皇太子さま
ご来串

●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●

　

10
月
25
日
、
福
島
川
親
水
公
園
を
発
着
点
に
、『
わ
く
わ

く
サ
イ
ク
リ
ン
グ
in
く
し
ま
２
０
１
５
秋
（
主
催
：
串
間
市

サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
）』
が
開
か
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら

約
２
５
０
人
が
参
加
し
、
串
間

の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
自
転

車
で
快
走
し
ま
し
た
。
都
井
岬

コ
ー
ス
約
80
㎞
と
赤
池
コ
ー
ス

約
30
㎞
の
２
つ
に
分
か
れ
て
出

発
。
参
加
者
た
ち
は
途
中
に
設

け
ら
れ
た
エ
イ
ド
で
食
事
や
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ペ
ー
ス
で
完
走
を
目
指
し

コ
ー
ス
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

風
景
楽
し
み
サ
イ
ク
リ
ン
グ

親子で参加しました。串間での
イベントは初参加でしたが、道
がよくて走りやすかったです。
応援してくださる方もいて、串
間市の方もサイクリングに協力
的だと感じました。今回は赤池
コースでしたが、次回は、都井
岬コースに挑戦したいですね。 

楽しく走れた

たくさんの方が来場しました

吉松邸まつり

　11月１日から３日までの
３日間、旧吉松家住宅で吉
松邸まつりが開催されまし
た。今年で９回目の開催。
古布を使った洋服や小物、
さをり織りのマフラー、陶
器、木工品、人形、ブロー
チ、一閑張り作品などが各
部屋に並び、たくさんの来
場者でにぎわっていました。



　  子育て支援情報

平成28年度保育所入所申込を受け付けています。
入所受付は、平成28年１月15日（金）までです。

入所施設について
　串間市では、保育所と幼保連携型認定こども園への入所が
可能です。

入所できる条件について
　入所できる施設については、支給認定により異なるため【表
１】と【表２】をご確認ください。
　保育所は、２号認定もしくは３号認定を受けた児童が入所
できます。
　幼保連携型認定こども園は、１号から３号までいずれかの
認定を受けた児童が入所できます。

入所申込について
　入所は毎月１日付となります。入所申込は、次のとおりです。
●４月入所の受付期間＝平成28年１月15日（金）まで
●５月以降の受付期間＝入所希望月の前月20日まで
●受付場所
・１号認定＝幼保連携型認定こども園
・２号認定、３号認定＝福祉事務所こども政策係

提出書類について
　申込に必要な書類は、次のとおりです。１号認定の方は、認
定こども園に直接書類①を提出してください。２号認定、３号
認定の方は、書類①②③④⑤を福祉事務所こども政策係に提
出してください。⑥、⑦については該当者のみ提出となります。
すべての書類は福祉事務所こども政策係で配布しています。
①支給認定申請書
②保育所等利用申込書
③�就労（内定）証明書もしくは保育利用事由証明書
　�【表３】で、該当する書類を確認ください。保護者１人に
つき１枚提出してください。
④保育料納付誓約書
　�保育料に関する事項について確認していただき、署名、押
印をお願いします。
⑤保育所入所申込確認書
　�保育所入所に関する事項について確認していただき、押印
をお願いします。
　以下は該当者のみ提出をお願いします。
⑥保育料を算定する書類
　�平成27年１月１日時点で住民登録が串間市外の場合は、住
民登録のあった市町村から『平成27年度市町村民税課税証
明書』を取得し、提出してください。
⑦第３子以降保育料軽減申請書
　�世帯員の 18 歳未満の養育をしているお子さん全員を記入
して提出してください。

入所決定について
　１号認定の方については、認定こども園が入園の内定を出
します。２号認定、３号認定の方については、市が入園の内
定を出します。
　提出書類の審査などを行った後、保育の必要性が高い児童
から、保育所等の定員などに応じて順次決定します。提出書
類の不備や不足の場合は、入所審査対象外となります。期限
内に、書類をすべてそろえて提出してください。

◎�問い合わせ先
　福祉事務所こども政策係☎７２－０３３３（内線５０６、５０７）

認定区分 利用できる施設 対象
１号認定

（教育標準時間認定）
認定こども園

（幼稚園機能）
満３歳以上の

子ども

２号認定
（３歳以上
保育認定）

標準時間
（最長 11 時間）

保育所（園）
認定こども園

（保育園機能）

満３歳以上の子どもで
『保育の必要な事由』に

該当する場合短時間
（最長８時間）

３号認定
（３歳未満
保育認定）

標準時間
（最長 11 時間） ３歳未満の子どもで

『保育の必要な事由』に
該当する場合短時間

（最長８時間）

保育の
必要な事由 必要書類 添付書類

１ 就労 就労（内定）
証明書

２ 妊娠・出産

保育利用事由
証明書

母子手帳（予定日もしくは出
産日の分かるページ）の写し

３ 疾病・障がい 診断書（疾病の場合）、障害者
手帳の写し（障がいの場合）

４ 介護等 介護保険証の写し

５ 災害復旧

６ 求職活動

７ 就学 在学証明書

８ 育休取得中で
保育利用中

就労（内定）
証明書

認定は、お子さんの年齢や保護者の就労状況等
により次の３つに区分されます。

保育の必要な事由により必要書類が変わります。表３

保育の
必要な事由 保　護　者　の　状　況

１ 就労 月60時間以上の労働に常態的に従事し
ている場合

２ 妊娠・出産 母が出産前後である場合

３ 疾病・障がい 病気や心身に障がいがある場合

４ 介護等 親族（長期間入院等をしている親族を含む）
を常時介護または看護している場合

５ 災害復旧 火災、風水害、地震などの災害により家屋
に損壊等を受け家庭で保育ができない場合

６ 求職活動 求職活動を行うもしくは継続的に
行っている場合

７ 就学 就学中の場合

８ 虐待やＤＶの
おそれ 虐待やＤＶのおそれがある場合

９ 育休取得中で
保育利用中

育児休業取得中に、既に保育を利用してい
る子どもがいて継続利用が必要である場合

10 その他 上記に類する状態として串間市が認め
る場合

２号または３号認定を受ける場合、父母ともに
下のいずれかに該当することが必要となります。表２

表１

●住所＝串間市大字西方5500-2　　●☎/FAX＝0987-27-3075　　●開館日＝平日 午前９時～午後６時
●メール＝kushimageinin@kkd.biglobe.ne.jp　　●ＨＰ＝http://kushima-panerp.com/

にぎわいが創出しています
くしま市民活動交流センター

パ　ナ　ッ　プ

みなさまの市民活動を
支援します！

　
串
間
の
秋
を
彩
っ
た
も
の
。

お
い
し
い
食
べ
物
や
美
し
い

紅
葉
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
市
民
発
！
に
ぎ
わ
い
創
出

事
業
」
が
い
く
つ
か
に
ぎ
わ

い
と
い
う
秋
を
彩
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
採
択
事
業
は
６
件

で
、
そ
の
う
ち
５
件
が
こ
の

秋
に
に
ぎ
わ
い
事
業
を
行
い

ま
し
た
。

　
４
月
の
公
募
開
始
か
ら
審

査
会
を
経
て
、
採
択
に
至
る

ま
で
、
採
択
か
ら
事
業
実
施

に
至
る
ま
で
の
準
備
。
各
団

体
が
多
く
の
時
間
を
要
し
な

が
ら
や
っ
と
の
思
い
で
に
ぎ

わ
い
を
実
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
行
わ
れ
た
事
業
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

・�

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
く

し
ま
２
０
１
５

・�

わ
く
わ
く
サ
イ
ク
リ
ン
グ

in
く
し
ま

・
盆
栽
秋
季
展　

・�

サ
ク
ラ
づ
つ
み
ロ
ー
ド
を

コ
ス
モ
ス
満
開
に
す
る
運
動

・
一
氏
地
区
秋
祭
り

　
ど
の
事
業
も
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

２
月
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ
の
事
業
も
実
施
さ
れ

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ

デ
ィ
ア
や
想
い
で
、
市
民
自

ら
に
ぎ
わ
い
を
創
る
。
市
民

発
の
事
業
が
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
、

今
以
上
に
に
ぎ
わ
い
が
増
え
、

活
気
と
な
り
、
ま
ち
が
創
ら

れ
る
。
そ
れ
が
、
私
た
ち
市

民
が
や
る
べ
き
「
地
方
創

生
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
来
年
度
の
公
募
に
向
け
、

「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

今
日
か
ら
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
一
人
で
も
安
心
し
て
く

だ
さ
い
。
パ
ナ
ッ
プ
は
あ
な

た
を
応
援
し
、
と
も
に
考
え

ま
す
。
小
さ
な
種
は
、
い
つ

か
必
ず
、
大
き
な
花
を
咲
か

せ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
方

創
生
特
命
部
長
の
矢
後
で
す
。

　

11
月
３
日
、
そ
の
２
日
前
に
、

串
間
駅
横
に
あ
る
路
面
電
車
内
で

オ
ー
プ
ン
し
た
、「
く
し
ま
総
合

案
内
所
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
イ

ベ
ン
ト
が
「
第
49
回
串
間
市
民
秋

ま
つ
り
」
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
く
し
ま
総
合
案
内
所
」

が
あ
る
路
面
電
車
は
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
取
り
組
む
市
民
団

体「
く
し
ま
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

が
広
島
電
鉄
か
ら
購
入
し
た
も
の

に
な
り
ま
す
。

　

行
政
と
し
て
も
「
く
し
ま
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
の
方
々
と
連
携

し
て
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
、

そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、「
く

し
ま
総
合
案
内
所
」
を
路
面
電
車

内
で
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
県
立
福
島

高
等
学
校
の
生
徒
さ
ん
の
提
案
を

ベ
ー
ス
に
、
串
間
市
菓
子
組
合
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
地

元
食
材
の
甘
藷
と
き
ん
か
ん
を

使
っ
た
２
種
類
の
ス
イ
ー
ツ
を
販

売
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
食

べ
て
い
た
だ
き
、
大
変
好
評
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
観
光
案
内
所
は
、

目
立
つ
場
所
に
な
か
っ
た
た
め
、

市
民
で
さ
え
ど
こ
に
あ
る
か
分
か

ら
な
く
、
観
光
客
が
集
ま
る
土

日
・
祝
日
に
開
い
て
い
な
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
く
し
ま
総
合
案
内
所
」

が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
観

光
案
内
、
移
住
相
談
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
訪
れ
る
方
へ
の
お

も
て
な
し
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

向
け
て
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
と
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
ペ
ッ

パ
ー
」
と
共
に
力
を
合
わ
せ
、
串

間
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

11月１日、串間駅横にある路面電車内に
「くしま総合案内所」がオープンしました！

地方創生特命部長

矢
や
後
ご
雅
まさ
司
し

の

部長日記

オープニングイベントの様子

市民発！にぎわい創出事業
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秋の叙勲・褒章受章おめでとうございます
地方自治や教育、福祉など各分野の発展に貢献された方に贈られる平成 27 年秋の叙勲・褒章と

危険性の高い業務に従事した方に贈られる危険業務従事者叙勲が授与されました。

平成27年秋の叙勲 
瑞宝小綬章（地方自治功労）

　昭和38年から県職員として38
年間、また、平成13年４月から
17年３月までの４年間、本市に
おいて助役を務められ、卓越な
る見識をもって地方自治の発展
にご尽力されました。
◎コメント
　身に余る光栄とはこのこと。深甚の感謝を申し
上げます。勲記に「日本国天皇は佐野芳弘に―を
授与する・・」と記されているが、制度に詳しい
人によると国民に代わって「日本国天皇は云々」
と読むのが正しいらしい。そうなると今回「串間
市民の皆さま」から頂いたと考えるのがごく自然。
あらためて、市民の皆さまに心から御礼申し上げ
る次第です。今後はこの受章に恥じないよう日々
努めるとともに、故郷創生に汗を流しておられる
多くの皆さまの応援隊の一員としての心の火種を
大切にしてゆきたいと思っています。

第25回 危険業務従事者叙勲 
瑞宝単光章（防衛功労）

　昭和45年２月に航空自衛隊に
入隊以来、35年間の長きにわた
り、主に地対空誘導弾の操作員
として従事され、国民安全と国
土防衛のためご尽力されました。
◎コメント
　この章を受章できたのは、先輩
や同僚、後輩の皆さま、家族のお
かげです。特に定年２カ月前に
亡くなった妻には大変感謝して
おります。常に妻が私を支えてく
れていたからこそ頂けた章だと思
います。

平成27年秋の褒章 
黄綬褒章（業務精励）

　15歳で串間市から上京し、17
歳で洋菓子づくりの道に進んで
以来、47年間独自のこだわりを
持ってお菓子づくりを続けてお
られ、洋菓子業界の発展に努め
ておられます。
◎コメント
　今まだ道半ばだと思っておりますが、この黄綬
褒章を頂いたということは、今後ますます社会貢
献し、おいしいものを作りなさいとお願いされた
のだと思います。私の味覚の原点は串間の食べ物
です。串間の海や川や自然の中で育ち、そこで採
れた海産物や山菜で婆さんが作ってくれた料理が、
今でも私の味覚の原点になっています。また、串
間の友人たちとお酒を飲み、心地よい楽しさを感
じる年ごろになりました。帰省したおりには恩師
や仲間たちと一杯飲みながら過ごしたいと思いま
すので、どうかよろしくお願い致します。

第25回 危険業務従事者叙勲 
瑞宝単光章（警察功労）

　昭和37年４月に兵庫県警察官
を拝命されて以来、40年の長き
にわたり、刑事部門と生活安全
部門を中心に従事され、県内の
治安維持にご尽力されました。
◎コメント
　このような栄誉ある受章が出
来たのも、よき上司や同僚、そし
て私を支えてくれた妻のおかげ
だと心より感謝しています。この
栄誉に恥じることのないよう一層
精進し、ご芳情に報いたいと思い
ます。

第25回 危険業務従事者叙勲 
瑞宝単光章（警察功労）

　昭和37年４月に兵庫県警察官
を拝命されて以来、38年の長き
にわたり、刑事部門と警備部門
を中心に従事され、県民の安全
確保のためご活躍されました。
◎コメント
　今回この受章につきましては、
長きにわたり任務を全うした結
果と受け止めており、支え励まし
てくださった皆さまに感謝の念
を忘れず微力ながら世の中の役
に立てるよう努力したく思ってい
ます。

子どもからお年寄りまで、仲間と一緒に
いろいろなことを学んだり、楽しんだり、
生涯学習にチャレンジしましょう。生涯学習だよりきらめき

て
　

楽
し

み
て　 学

び
続

け
て

平
成
27
年
度
公
民
館
講
座
受
講
生
募
集
「
特
別
講
座
」

　

公
民
館
で
は
、
特
別
講
座
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
師
走
の
忙

し
い
月
で
す
が
あ
な
た
の
生
活

を
楽
し
く
豊
か
に
で
き
る
き
っ

か
け
づ
く
り
に
な
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●�

申
込
方
法
＝
各
公
民
館
に
電

話
も
し
く
は
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
費
が
伴
う
講
座
は
先
払

い
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

各
公
民
館
で
直
接
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

●�

申
込
締
切
＝
開
催
日
の
２
日

前
ま
で　

先
着
順

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
中
央
公
民

館
☎
72

－

１
８
４
６
、
大
束

公
民
館
☎
71

－

２
０
１
１

串
間
市「
青
少
年
の 

声
を
聞
く
会
」

　

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
日

ご
ろ
の
生
活
や
体
験
の
中
で
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

小
学
生
11
名
、
中
学
生
６
名
、

高
校
生
２
名
が
発
表
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
発

表
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
＝
平
成
28
年
１
月
17
日

（
日
）午
後
１
時
半
～
４
時
半

●�

場
所
＝
市
文
化
会
館
（
大

ホ
ー
ル
）

●�

発
表
者
＝
市
内
小
・
中
・
高

校
生

●�

主
催
＝
市
青
少
年
育
成
市
民

会
議
、
市
教
育
委
員
会

平
成
27
年
度 

「
串
間
市
成
人
式
」

　

平
成
27
年
度
の
串
間
市
成
人

式
の
日
程
が
決
定
し
て
い
ま

す
。
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
は

後
日
案
内
ハ
ガ
キ
を
発
送
し
ま

す
。
市
内
に
住
所
が
な
い
方
は

申
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
平
成
28
年
１
月
10
日

（
日
）
正
午
～

●�

場
所
＝
市
文
化
会
館

●�

対
象
者
＝
平
成
７
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
市

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
☎
内
線
３
７
９

※参加費は欠席されてもお返しできません。ご注意ください！

講座 
番号 講座名 場　所 日　程 時　間 講　師 定

員 参加費

1

【親子でリースを作ろう】
クラフトで作るリース

中央
公民館

12月12日
土曜日

13：30 ～
15：30 菊

きく
永
なが

 和
かず

代
よ

10 300 円

クラフトひもで編んでかわいいリースが出来ます。

2

【親子でリースを作ろう】
布で作るリース

中央
公民館

12月12日
土曜日

13：30 ～
15：30 冨

とみ
永
なが

可
か

奈
な

子
こ

10 300 円

布を使って作ります。
今年のクリスマスは手作りリースで２倍楽しくなりそうな予感！！

3
そば打ち体験 中央

公民館
12月15日
火曜日

10：00 ～
12：00 宮

みや
川
がわ

　 彬
あきら

15 800円程度

年越しは家族そろって二八そば♪
忙しいあなたにピッタリ、簡単でおいしいです。

4

簡単おせちづくり 中央
公民館

12月17日
木曜日

9：30 ～
13：00

中
なか

原
はら

裕
ゆ

紀
き

子
こ

16 1,000 円
18：00 ～

21：00

おせちを自宅で…
急なお客さんにも心配なし！！簡単なんです。
一段のお重をお持ちください。

5

たのしい 
ハーブティーの作り方

大束
公民館

２月16日
火曜日

13：00 ～
15：00 松

まつ
田
だ

 富
とみ

夫
お

10 無料

大束公民館長がやさしく丁寧にハーブティーの作り方を教えます。
ハーブティーで気分をリフレッシュしてみませんか？
※剪定ばさみを持参してください。

No. No.

佐
さ

野
の

 芳
よし

弘
ひろ

さん
（元串間市助役）

津
つ

曲
まがり

　孝
たかし

さん
（現ケーキハウス 

ツマガリ社長）

鬼
おに

塚
つか

 義
よし

朗
ろう

さん
（元准空尉）

本城地区・道場 福島地区・寺里 北方地区・西上池

武
たけ

田
だ

 嘉
よし

文
ふみ

さん
（元兵庫県警部補）

堤
つつみ

　嘉
よし

伸
のぶ

さん
（元兵庫県警部）
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健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

魅
力
あ
る

福
島
高
校
の

取
り
組
み

～自ら学び
表現力ある
福高生～

こ
ん
に
ち
は
！

福
島
高
校

で
す
！

進路ガイ
ダンス

次世代
ペアレント

授業

ようこそ
先輩

健康教育
講演会

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
も
私
、

福
島
高
校
生
徒
会
長
の
増
田
成
宏
が
福

島
高
校
の
近
況
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

将
来
と
向
き
合
う
良
い
機
会
に

　

10
月
２
日
、
福
島
高
校
で
は
「
福
高

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
よ
う
こ
そ
先
輩
！
」
と

い
う
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
高

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
１
９
６
０
年
度

の
卒
業
生
で
あ
る
川
崎
道
生
さ
ん
が
在

校
生
の
私
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
川
崎
道
生

さ
ん
は
大
手
テ
レ
ビ
局
に
勤
務
さ
れ
て

い
た
方
で
、
人
生
経
験
の
示
唆
に
富
ん

だ
方
で
し
た
。

　

川
崎
道
生
さ
ん
の
お
話
は
、
豊
富
な

人
生
経
験
の
中
で
大
切
だ
と
思
う
意
識

の
在
り
方
や
行
動
の
仕
方
な
ど
、
物
事

の
核
心
を
突
く
よ
う
な
お
話
を
ご
自
身

の
体
験
談
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す

く
教
え
て
く
だ
さ
り
、
人
生
設
計
の
参

考
に
な
る
貴
重
な
講
演
会
で
し
た
。

将
来
設
計
を
考
え
る
講
演
会
が�

あ
り
ま
し
た

　

11
月
６
日
に
は
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

ナ
ー
」
の
方
に
よ
る
将
来
に
つ
い
て
考

え
る
講
演
会
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
講

演
会
で
は
、
ソ
ニ
ー
生
命
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
方
が
来
ら
れ
、
将
来
設
計

と
お
金
の
管
理
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
私
生
活
で
は
考
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
先
の
将
来
を
こ
の
講
演
会

を
通
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
人
生
設
計
を
し
て
い
く
上
で
、

経
済
的
な
面
も
考
慮
し
な
が
ら
、
人
生

を
よ
り
良
く
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
、
短
い
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
充
実
し
た
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　

福
島
高
校
で
は
、
上
記
の
２
つ
の
講

演
会
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
講
演
会
が

行
わ
れ
、
人
生
の
糧
に
な
る
よ
う
な
お

話
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
想
と
す
る

進
路
を
実
現
す
る
た
め
に
福
島
高
校
生

全
員
で
今
年
度
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を

か
け
、
来
年
度
に
良
い
形
で
つ
な
げ
、

絶
好
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

人
生
の
糧
と
な
る
貴
重
な
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

福島高校２年
生徒会長

増
ます

田
だ

 成
なり

宏
ひろ

さん

わたしが
レポートします。

　

串
間
市
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
突
然
で
す

が
、
当
院
は
厳
し
い
医
師
不
足
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
私
の
赴
任
は
２
０
０
１
年
４
月
で
、
最

古
参
と
な
り
ま
し
た
が
、
記
憶
に
あ
る
範
囲
で

は
、
今
が
最
も
厳
し
い
医
師
不
足
の
状
況
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
当
院
常
勤
医
は
、
私
の
属
す
る
内
科

が
、
10
月
よ
り
常
勤
医
１
名
が
非
常
勤
に
な

り
、
院
長
含
め
３
名
（
宮
崎
大
学
地
域
医
療
学

講
座
よ
り
出
向
中
の
松
田
医
師
は
、
当
院
で
の

総
合
診
療
科
立
ち
上
げ
と
地
域
医
療
学
の
学
生

教
育
が
本
来
の
使
命
で
す
が
、
内
科
診
療
に
大

き
く
時
間
を
割
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
状
況
で

す
）、
整
形
外
科
２
名
、
外
科
１
名
、
麻
酔
科

１
名
、
産
婦
人
科
１
名
、
泌
尿
器
科
１
名
の
総

勢
９
名
で
す
。
皮
膚
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
は
宮
崎

大
学
の
非
常
勤
の
先
生
が
診
療
さ
れ
、
内
科
と

泌
尿
器
科
に
は
毎
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大

学
の
先
生
の
応
援
が
あ
り
ま
す
。
宮
崎
大
学
の

研
修
医
の
先
生
た
ち
も
内
科
診
療
の
貴
重
な
戦

力
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
非
常
勤
の
先
生
の
力

も
借
り
、
ぎ
り
ぎ
り
の
人
員
で
日
常
診
療
を
行

っ
て
お
り
、
一
人
で
も
欠
け
る
と
そ
の
科
が
立

ち
行
か
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
常
勤
医
の
年
齢
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

30
歳
代
は
わ
ず
か
２
名
、
残
り
は
40
歳
以
上
で

す
。
40
歳
を
超
え
る
と
、
当
直
明
け
の
日
常
勤

務
の
き
つ
さ
が
身
に
染
み
ま
す
。

　

そ
の
当
直
で
す
が
、
本
年
10
月
か
ら
は
、
病

院
に
泊
ま
る
本
直
医
と
緊
急
時
の
応
援
に
当
た

る
副
直
医
（
市
内
待
機
）
の
体
制
が
敷
か
れ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
入
院
患
者
さ
ま
が
い
る

の
で
、
通
常
、
本
直
・
副
直
医
以
外
の
各
科
医

師
も
、
入
院
患
者
さ
ま
の
変
化
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
毎
日
24
時
間

全
て
に
対
応
し
て
い
た
ら
疲
弊
し
て
身
体
が
持

ち
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
患
者
さ
ま
の
病
状
に

も
よ
り
ま
す
が
、
本
直
医
の
判
断
で
急
患
さ
ん

を
ひ
と
ま
ず
入
院
さ
せ
て
初
期
治
療
を
行
い
、

翌
日
以
降
に
担
当
科
の
医
師
に
引
き
継
ぐ
体
制

を
導
入
し
て
い
ま
す
（
例
：
外
科
の
先
生
が
肺

炎
の
急
患
を
入
院
さ
せ
、
翌
日
以
降
に
内
科
医

師
に
引
き
継
ぐ
）。
ま
た
、当
直
医
の
判
断
に
て
、

他
の
専
門
医
療
機
関
に
緊
急
搬
送
さ
せ
て
い
た

だ
く
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
従
来
よ
り
、
心
筋

梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
は
、
専
門
施
設
に
送
っ
て

い
た
わ
け
で
す
が
。
さ
ら
に
は
、
入
院
患
者
さ

ま
の
お
看
取
り
を
主
治
医
以
外
の
当
直
医
が
さ

せ
て
い
た
だ
く
事
も
今
後
は
あ
り
得
る
と
思
い

ま
す
。
医
師
同
士
が
相
互
補
助
を
取
り
、
で
き

る
だ
け
疲
弊
を
軽
減
し
、
ひ
い
て
は
患
者
さ
ま

の
診
療
に
支
障
を
来
さ
な
い
た
め
に
も
、
こ
の

よ
う
な
対
応
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
面
が

多
々
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
が
い

た
だ
け
な
い
と
信
頼
あ
る
医
療
が
成
り
立
ち
ま

せ
ん
の
で
、
当
院
の
現
状
を
く
ん
で
い
た
だ
き

ご
高
配
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

も
う
一
度
、
日
常
診
療
に
話
が
戻
り
ま
す
が
、

午
後
は
、
各
科
と
も
病
棟
患
者
さ
ま
の
診
療
・

手
術
・
処
置
・
検
査
な
ど
で
、
外
来
診
療
が
難

し
い
事
が
多
い
現
状
で
す
。
お
手
数
で
す
が
、

午
後
の
診
療
に
つ
い
て
は
、
各
科
外
来
に
お
電

話
を
い
た
だ
き
、
診
療
可
能
か
を
事
前
に
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　

当
院
の
み
な
ら
ず
、
市
木
診
療
所
所
長
先
生

が
辞
職
予
定
で
あ
り
、
串
間
市
の
公
的
医
療
機

関
の
現
状
は
非
常
に
厳
し
い
で
す
。
人
口
の
都

市
部
集
中
、
地
方
の
人
口
流
出
、
過
疎
化
と
同

様
に
、
医
師
も
都
市
部
に
集
中
し
、
地
方
は
慢

性
的
な
不
足
と
い
う
構
図
を
呈
し
、
そ
の
打
開

は
非
常
に
困
難
で
す
が
、
何
と
か
突
破
口
を
見

つ
け
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

　

昨
今
の
串
間
を
見
渡
す
と
、「
自
動
車
道
開

通
実
現
は
？
」「
生
徒
数
減
少
に
伴
う
中
学
校

再
編
」「
福
島
高
校
の
存
続
」、
身
近
な
所
で

は
「
清
掃
工
場
の
閉
鎖
」
な
ど
、
暮
ら
し
の
中

の
不
安
材
料
に
溢
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
安

心
し
た
生
活
の
根
幹
の
一
つ
で
あ
る
医
療
も
危

機
に
立
た
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
何
と
か
乗
り

切
れ
る
よ
う
に
、
医
療
、
行
政
関
係
者
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
切
実
な
問

題
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
く
、
重
た
い
話
題
で

す
が
お
伝
え
致
し
ま
し
た
。
病
院
の
事
情
を
押

し
つ
け
る
よ
う
な
文
面
に
な
っ
た
箇
所
も
あ
り
、

不
快
な
思
い
を
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
た
ら
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
当
院
の
現
状
を
踏
ま
え
、

お
許
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　

季
節
の
変
わ
る
折
、
皆
さ
ま
の
日
々
の
健
康

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

切
実
な
医
師
不
足

著：串間市民病院 内科
井上 龍二 Ryuji Inoue
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交流員レポート

第10代国際交流員
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日本体験記
This month's expression今月の表現

串間市立
[Book]

◆◇◆ 今月の新刊 PICK UP ◆◇◆

●串間市立図書館☎ 72－1177 ●開館＝午前10時〜午後６時●休館日＝毎週月曜日 http://www.kushima-lib.jp/
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移動図書館車で巡回し、その場で本を選んでいただき、本の貸し出しや返却を行います。土日も可。

　

い
つ
の
間
に
か
寒
く
な
り
ま
し
た

ね
！
僕
に
と
っ
て
は
、
涼
し
く
な
っ

た
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
僕
の
地
元
の
マ
ー
テ
ィ

ン
ズ
ビ
ル
と
い
う
町
は
こ
の
時
期
は
、

マ
イ
ナ
ス
２
度
ぐ
ら
い
で
す
。
も
う

す
ぐ
雪
が
降
る
く
ら
い
で
す
の
で
、

日
本
の
寒
さ
は
ま
だ
ま
だ
へ
っ
ち
ゃ

ら
で
す
。

　

そ
し
て
、
10
月
の
最
後
の
日
は
何

の
ア
メ
リ
カ
ン
ホ
リ
デ
ー
で
し
ょ
う

か
？
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
す
！
僕
の
一

番
好
き
な
ア
メ
リ
カ
ン
ホ
リ
デ
ー
で

す
。
大
学
生
の
頃
か
ら
、
10
月
１
日

か
ら
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
ま
で
毎
晩
ホ

ラ
ー
映
画
を
観
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
毎
晩
ル
ー
ム
メ
イ
ト
と
一
緒
に

寮
の
図
書
館
へ
ホ
ラ
ー
映
画
を
借
り

に
行
き
、
10
月
31
日
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
の
夜
ま
で
毎
日
映
画
を
見
て
い
ま

し
た
。
大
学
を
卒
業
し
た
今
で
も
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
前
の
こ
の
習
慣
を
続

け
て
い
ま
す
。

◆◇◆　その他の新刊　◆◇◆

　

今
年
は
日
本
に
引
っ
越
し
て
初

め
て
の
仮
装
を
し
ま
し
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
の
週
末
は
彼
女
と
大
阪
で

過
ご
し
ま
し
た
。
僕
は
桃
太
郎
の
仮

装
を
し
た
の
で
す
が
、
心
斎
橋
の
道

頓
堀
で
た
く
さ
ん
の
人
に「
桃
太
郎

だ
！
」
と
声
を
か
け
ら
れ
て
、
恥
ず

か
し
か
っ
た
で
す
。
二
泊
し
か
大
阪

に
居
な
か
っ
た
の
で
観
光
す
る
機
会

が
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
が
、
大
阪

に
居
る
間
は
、
ほ
と
ん
ど
大
阪
名
物

の
お
好
み
焼
き
、
た
こ
焼
き
、
串
カ

ツ
な
ど
を
食
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吉
本
新
喜
劇
の
生
放
送
を

見
に
行
き
ま
し
た
。
初
め
て
日
本
の

お
笑
い
を
見
た
の
で
と
て
も
面
白

か
っ
た
で
す
。
や
は
り
日
本
語
は
僕

の
母
語
じ
ゃ
な
い
の
で
た
ま
に
分
か

ら
な
い
時
が
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
ほ

と
ん
ど
理
解
し
た
の
で
何
回
も
爆
笑

し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
放
送
を
見
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

子
ど
も
の

歯
を
守
る

乳
幼
児
フ
ッ
素
塗
布
の
ご
案
内

　

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
化
し
ま
す
。
乳

幼
児
を
対
象
に
し
た
フ
ッ
素
塗
布
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
＝
12
月
16
日
（
水
）

＊
午
後
１
時
～
１
時
半

●�

場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

『
す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
』

●�

そ
の
他
＝
開
催
の
案
内
は
個
別
に
通
知

は
し
ま
せ
ん
。
年
３
回
に
な
る
よ
う
に

フ
ッ
素
塗
布
を
受
け
る
と
効
果
が
あ
り

ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
72

－

０
３
３
３
（
内
線
５
０
８
）

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

　

10
月
14
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
康
診

査
で
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

財ざ
い

津つ 

詩し

乃の

ち
ゃ
ん

◎
中
本
西
方

山や
ま

下し
た 

毅た
け

琉る

く
ん

◎
木
代

和わ

田だ 

叶ゆ
め

ち
ゃ
ん

◎
矢
床

轟と
ど
ろ
き 

紗さ

羽わ

ち
ゃ
ん

◎
大
島 

吉よ
し

田だ 

莉り

桜お

ち
ゃ
ん

◎
下
新
町

中な
か

野の 

結ゆ

心い

ち
ゃ
ん

◎
西
小
路
２
区

萩は
ぎ

原わ
ら 

唯ゆ

愛ら

ち
ゃ
ん

◎
寺
里

松ま
つ

田だ 

莉り

音お

ち
ゃ
ん

◎
揚
原

久く

保ぼ

田た 

萌も

菜な
ち
ゃ
ん

◎
寺
里

吉よ
し

田だ 

紗さ

彩あ
や

ち
ゃ
ん

◎
小
路

桑く
わ

山や
ま 

偉い

知ち

く
ん

◎
桂
原

松ま
つ

本も
と 

蒼そ

来ら

ち
ゃ
ん

◎
寺
里

加か

藤と
う 

拓た
く

将ま

く
ん

◎
天
神

井い

手で 

愛あ

望み

ち
ゃ
ん

◎
下
園
田

梅う
め

木き 

亮り
ょ
う

成せ
い

く
ん

◎
泉
町

加か

藤と
う 

妃き
あ
ら蘭

ち
ゃ
ん

◎
本
町
１
丁
目

岩い
わ

下し
た 

結ゆ
い

音ね

ち
ゃ
ん

◎
上
小
路

武た
け

田だ 

亮り
ょ
う

く
ん

◎
本
町
１
丁
目

牧ま
き

野の 

心み

結ゆ

ち
ゃ
ん

◎
鍛
冶
屋

野の

崎ざ
き 

竜た
つ

輝き

く
ん

◎
寺
里

塩し
お

見み 

さ
や
ち
ゃ
ん

◎
鍛
冶
屋

上う
え

田だ 

陽は
る

翔と

く
ん

◎
西
小
路
２
区

和わ

田だ 

春は
る

人と

く
ん

◎
本
町
２
丁
目

西さ
い

郷ご
う 

心こ
こ

夏な

ち
ゃ
ん

◎
鍛
冶
屋

永な
が

吉よ
し 

了り
ょ
う

く
ん

◎
寺
里

育
[Health]

今月のページ
・記事の余談
・連絡先など

市ホームページで
更なる情報！

ビールを飲む桃太郎。
シュール！

付き合っている
Be an item

トムとメリーは付き合っている。
Tom and Mary are an item!
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今
月
の
テ
ー
マ
展
示

下町ロケット 2 ガウディ計画（池井戸 潤／著）
師走の扶持（澤田 瞳子／著）
冬の光（篠田 節子／著）
明治・金色キタン（畠中 恵／著）
ロゴスの市（乙川 優三郎／著）
あこがれ（川上 未映子／著）
家へ（石田 千／著）
ウォーク・イン・クローゼット（綿矢 りさ／著）
ギブ・ミー・ア・チャンス（荻原 浩／著）

Killers 上・下（堂場 瞬一／著）
絞首台の黙示録（神林 長平／著）
この世にたやすい仕事はない（津村 記久子／著）
真犯人（翔田 寛／著）
水鏡推理（松岡 圭祐／著）
ヒトでなし 金剛界の章（京極 夏彦／著）
わが心のジェニファー（浅田 次郎／作）
義貞の旗（安部 龍太郎／著）
ヨイ豊（梶 よう子／著）

　一目ぼれしたメスオオカミに、なん
とかいいところを見せようとがんばる
オオカミ。でもやることなすこと失敗
ばかり…。はたして、このドジなオオカ
ミの初恋の行方は？「オオカミ」シリー
ズ第５弾。

　今年もクリスマスの季節がやってき
ました。特集コーナーでは絵本から料
理、飾り付けまでさまざまなクリスマ
スに関する本を集めました。館内では
ツリーも飾っています。みなさんクリ
スマスを楽しんでください！

「
ク
リ
ス
マ
ス
特
集
」

「
墓
標
な
き
街

　
（
百
舌
シ
リ
ー
ズ
６
）」

　
逢
坂 

剛
／
著

「
オ
オ
カ
ミ
の
は
つ
こ
い
」

　
き
む
ら 

ゆ
う
い
ち
／
ぶ
ん

　
田
島 

征
三
／
え

　今年もクリスマス
おはなし会をおこな

います。絵本の読み
聞かせではクリスマ

スのおはなしを。工
作教室（要予約12名

まで）では、大きな松
ぼっくりツリーを作

ります。ぜひ、遊びにい
らしてくださいね！

●日時＝12月12日（土）午前11時～正午

クリスマスおは
なし会

　百舌と呼ばれた殺し屋に関する過去
の事件と、武器輸出に関わる商社と政
権の癒着。全く接点がないと思われた
２つの事象が交差する時、再び百舌が
現れる…。

年
金

一
部
免
除
を
受
け
た
と
き
は
残
り
の

保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
本
人
・
配

偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る

と
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免

除
、
４
分
の
１
免
除
は
、
納
付
す
べ
き
保

険
料
の
一
部
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
か
ら
一

部
免
除
と
い
い
ま
す
。
こ
の
一
部
免
除
を

受
け
た
保
険
料
の
残
り
の
保
険
料
、
つ
ま

り
免
除
を
受
け
て
い
な
い
保
険
料
は
、
必

ず
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

免
除
が
承
認
さ
れ
て
も
、
納
付
さ
れ
な

い
と
保
険
料
未
納
期
間
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金（
第
１
号
被
保
険
者
）の

届
出
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
方
が
加

入
す
る
制
度
で
す
。
届
出
を
忘
れ
る
と
、

将
来
、
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年

金
を
受
給
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
次
の
よ
う
な
と
き
は
忘
れ
ず
に
届
出

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○�

20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
厚
生
年
金･

共

済
組
合
の
加
入
者
を
除
く
）

○
会
社
を
退
職
し
た
と
き

○
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

※�

配
偶
者
が
退
職
し
、
会
社
員
な
ど
の
被

扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
に
届

出
が
必
要
で
す
。

※��

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
方
の
被
扶
養

配
偶
者
に
な
る
と
き
は
、
そ
の
方
の
勤

務
先
へ
の
届
出
に
な
り
ま
す
。

○�

収
入
が
増
え
、
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く

な
っ
た
と
き

○
海
外
に
居
住
し
、
任
意
加
入
す
る
場
合

○
海
外
か
ら
帰
っ
た
と
き

◇�

住
所
・
氏
名
な
ど
が
変
わ
っ
た
と
き

は
、
変
更
届
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

　

都
城
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１



お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

今月の
テーマ

必
要
。
各
保
育
所
、
各
保
育
園
、

こ
ば
と
幼
稚
園
、
す
こ
や
か
ひ

ろ
ば
、
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
親
子
リ
ズ
ム�

子
育
て
の
会
（
児
玉
さ
ん
）

　

☎
０
９
０

－

５
７
３
０

－

６
３
２
２

火
災
予
防
を
徹
底
し
よ
う

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
11
月
７
・
８

日
に
消
防
本
部
お
よ
び
消
防
団
員

が
消
防
車
両
35
台
に
て
市
内
全
域

で
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
火
気
の
取
扱
い

に
注
意
す
る
な
ど
、
火
災
予
防
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
消
防
本
部
☎

72

－

４
１
５
１

第
十
八
回
福
祉
バ
ザ
ー 

～
あ
お
ぞ
ら
広
場
～

●�

日
時
＝
12
月
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
半
～
午
後
２
時
半

●�

場
所
＝
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

●�

主
催
＝
串
間
市
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
と
あ
お
ぞ
ら
広
場
の
会

●�

内
容
＝
工
作
教
室
（
毛
糸
の

か
わ
い
い
ド
ー
ナ
ツ
リ
ー
ス
）、

さ
を
り
織
り
体
験
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
、
手
芸
品
、
季
節
の
野
菜

や
果
物
、
手
作
り
お
菓
子
の
販

売
。
ま
た
、
カ
レ
ー
、
う
ど
ん
、

バ
ラ
寿
し
、
手
作
り
パ
ン
も
あ

り
ま
す
。

※�

バ
ザ
ー
用
品
お
よ
び
出
店
者
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
元
木
さ
ん
☎

72

－

７
９
１
１
、
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
ウ
イ
ン
グ
☎
71

－

１
５
７
８

く
し
ま
商
道
芸
人 

10
周
年
あ
り
が
と
う
記
念 

ピ
エ
ロ
夢
の
大
サ
ー
カ
ス
２
０
１
５

　

１
日
限
り
の
楽
し
い
大
サ
ー
カ

ス
！
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
の

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●�

日
時
＝
12
月
13
日
（
日
）
午
後

２
時
開
演

●�

場
所
＝
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

●�

入
場
料
＝
無
料

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

く
し
ま
商
道
芸
人
☎
27

－

３ 

０�

７ 

５
玉
壁
に
つ
い
て 

勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

日
向
国
那
珂
郡
今
町
か
ら
出
土

し
た
と
さ
れ
る
「
玉
壁
」
に
つ
い

て
、
田
中
保
基
先
生
と
共
に
勉
強

し
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
＝
12
月
13
日
（
日
）
午
前

10
時
～
正
午

●�

場
所
＝
中
央
公
民
館

●�

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
＝
櫛
間

古
代
玉
壁
研
究
会（
川
﨑
さ
ん
）

☎
72

－

６
８
０
０

秋
祭
り
育
児
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー 

大
盛
況
で
し
た

　

皆
さ
ま
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い

た
品
物
は
ほ
ぼ
完
売
し
ま
し
た
。

　

収
益
金
３ 

０
，
５
２
１
円
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務
所

　

☎
72

－

０
３
３
３

第
15
回
宮
崎
県 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

出
場
選
手
の
募
集
に
つ
い
て

　

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

で
あ
る
本
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●�

期
日
＝
平
成
28
年
５
月
８
日

（
日
）

●�

参
加
資
格
＝
次
の
全
て
の
要
件

を
満
た
す
者
と
す
る

①�

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
13

歳
以
上
の
者

②�

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳

・�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

い
ず
れ
か
を
所
持
し
て
い
る
か
、

も
し
く
は
そ
の
取
得
の
対
象
に

準
ず
る
障
が
い
の
あ
る
者

※�

精
神
障
が
い
者
の
部
は
団
体
競

技
の
み
と
な
る

③�

宮
崎
県
内
に
居
住
し
て
い
る
者

（
原
則
）

●�

開
催
競
技
＝
左
記
の
と
お
り

※�

障
害
区
分
に
よ
り
、
出
場
で
き

る
競
技
が
細
か
く
定
め
ら
れ
て

い
る
の
で
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
方
法
＝
申
込
書
は
福
祉
事

務
所
自
立
支
援
係
に
あ
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
各
種
障
害
手
帳

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
串

間
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

①
番
窓
口
）

●�

申
込
締
切
＝
平
成
28
年
１
月
15

日
（
金
）

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉

事
務
所
自
立
支
援
係
☎
72

－

０�

３
３
３
（
内
線
５
０
２
）

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
１
月
10
日
（
日
）

※�

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
平
日

に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①
行
政
相
談
＝
12
月
14
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

②
法
律
相
談
＝
12
月
21
日
（
月
）

　

午
後
１
時
～
３
時
（
要
予
約
）

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

問
い
合
わ
せ
先

①
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
内
線
２
５
２

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

６
９
４
３

飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間

　

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月

間
で
す
。
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る

年
末
の
時
期
。
飲
酒
運
転
を
根
絶

し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
の
発
生
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

〇�

飲
酒
運
転
を
許
さ
な
い
環
境
づ

く
り
の
推
進

〇�

飲
酒
運
転
と
そ
の
周
辺
者
に
対

す
る
取
締
り
の
強
化

〇
広
報
啓
発
活
動
の
強
化

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
危
機
管
理
課

☎
内
線
３
４
６

総
合
運
動
公
園
等
施
設
の 

年
末
年
始
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
管
理
施
設
を
以
下
の
と
お
り

開
放
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●�

開
放
施
設
（
有
料
）
＝
市
民
総

合
体
育
館
、
市
総
合
運
動
公

園
（
陸
上
競
技
場
お
よ
び
草
ス

キ
ー
場
は
除
く
）

●�

期
間
＝
12
月
29
日
（
火
）
～
平

成
28
年
１
月
３
日
（
日
）

※�

陸
上
競
技
場
と
草
ス
キ
ー
場
は
、

平
成
28
年
１
月
４
日
か
ら
平
常

通
り
利
用
で
き
ま
す
。

●�

開
放
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後

５
時

●�
申
込
方
法
＝
電
話
予
約
を
受
け

付
け
ま
す
が
、
体
育
館
事
務
所

で
申
し
込
み
手
続
き
が
必
要
で

す
（
申
込
責
任
者
は
市
内
の
方

に
限
る
）。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
民

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
☎
72

－

５�

２
６
２

年
末
年
始
の
地
域
安
全
運
動

　

１
月
３
日
（
日
）
ま
で
年
末
年

始
地
域
安
全
運
動
期
間
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
年
末
を
控
え
て
、
金

融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
を
狙
っ

た
強
盗
事
件
を
は
じ
め
、
住
宅
侵

入
盗
犯
な
ど
が
増
加
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
で
特
殊

詐
欺
、
鍵
か
け
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
し
て
い
た
だ
き
、
今
一
度
各

家
庭
に
お
け
る
防
犯
対
策
の
見
直

し
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
地
区
防

犯
協
会
☎
内
線
３
４
６

冬
季
の
節
電
へ
の 

ご
協
力
の
お
願
い

　

今
年
度
冬
季
の
電
力
需
給
は
、

企
業
や
家
庭
に
お
け
る
節
電
の
定

着
を
前
提
に
、
安
定
供
給
で
き
る

見
通
し
で
す
。
生
活
・
健
康
や
生

産
・
経
済
活
動
に
支
障
の
な
い
範

囲
で
可
能
な
限
り
、
節
電
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●�

期
間
＝
12
月
１
日
（
火
）
～
３

月
31
日
（
木
）
ま
で
の
平
日

※�

12
月
29
日
（
火
）
～
31
日
（
木
）

を
除
く

●�

時
間
帯
＝
午
前
８
時
～
午
後
９
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
経
済
産
業
省

☎
03

－

３
５
０
１

－

１
５
１
１

林
業
退
職
金
共
済
制
度 

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹り

災さ
い

さ
れ
た
共
済
契
約

者
お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ま
に

対
し
、
各
種
手
続
（
共
済
手
帳
の

紛
失
、
退
職
金
の
請
求
な
ど
）
の

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る

限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
独
立
行
政
法

人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
☎
03

－

６
７
３
１

－

２
８
８
７

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の 

特
別
採
捕
に
つ
い
て

　

12
月
６
日
か
ら
平
成
28
年
３
月

19
日
ま
で
、
県
内
各
河
川
に
お
い

て
、
県
内
に
お
け
る
増
養
殖
用
種

苗
の
供
給
を
目
的
と
し
た
、
シ
ラ

ス
ウ
ナ
ギ
（
う
な
ぎ
の
稚
魚
）
の

特
別
採
捕
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

採
捕
で
き
る
の
は
、
漁
協
の
組

合
員
な
ど
で
知
事
の
許
可
を
受
け

た
者
で
あ
り
、
許
可
を
受
け
て
い

な
い
者
が
採
捕
す
る
と
、
犯
罪
行

為
と
し
て
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
「
う
な
ぎ
の
稚
魚
の
取
扱
い
に

関
す
る
条
例
」
に
基
づ
く
県
の
登

録
を
受
け
ず
に
、
全
長
25
㎝
以
下

の
う
な
ぎ
稚
魚
の
所
持
・
売
買
な

ど
を
行
っ
た
場
合
も
処
罰
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
宮
崎
県
農
政

水
産
部
水
産
政
策
課
漁
業
・
資

源
管
理
室
☎
０
９
８
５

－

26

－

７
１
４
６

大
束
地
区
防
災
訓
練
を
実
施

　

大
雨
の
後
、
地
震
が
発
生
し
各

所
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
と
の

想
定
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

防
災
ヘ
リ
「
あ
お
ぞ
ら
」
や
陸

上
自
衛
隊
な
ど
の
参
加
や
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
の
吊
り
上
げ
救
助
訓

練
、
自
治
会
、
機
関
な
ど
に
よ
る

炊
出
し
訓
練
な
ど
各
種
の
訓
練
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
見
学
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

●�

日
時
＝
12
月
13
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
正
午

●�

場
所
＝
大
束
地
区
多
目
的
運
動

公
園

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
危
機
管
理
課

☎
内
線
３
４
４

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

今
年
も
全
国
で
活
躍
中
の
幼
児

教
育
・
家
庭
教
育
専
門
家
「
熊
丸

み
つ
子
」
先
生
が
や
っ
て
き
ま
す
。

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
楽
し
い
講

演
会
を
子
ど
も
と
触
れ
合
っ
た
り
、

遊
び
な
が
ら
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
12
月
20
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時
（
受
付
は
午

前
９
時
半
～
）

●�

場
所
＝
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

●�

参
加
費
＝
３
０
０
円

※�

参
加
す
る
に
は
「
整
理
券
」
が

無
料
相
談

募
　
集

買い物の際はマイバッグを利用しましょう

種　　目
障害種別

身体 知的 精神

個
　
人

陸上競技 ○ ○
水泳 ○ ○
卓球 ○ ○
アーチェリー ○
フライングディスク ○ ○
ボウリング ○

団
　
体

バレーボール ○
ミニバレーボール ○
グラウンドゴルフ ○
ボッチャ 〇
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

　10 月 24 日から 26 日の３日間、第 15 回全国障
害者スポーツ大会「紀の国わかやま大会」が開催さ
れました。
　あすか園の齋

さい
藤
とう

奈
な

津
つ

代
よ

さんが 100 メートルで金メ
ダルと立幅跳びで銀メダル、日南くろしお支援学校
の伊

い
郷
ごう

育
いく

美
み

さん（福島地区・上町）がフライングディ
スク、アキュラシー５メートルで銀メダルを獲得さ
れました。おめでとうございます。

齋
さい

藤
とう

奈
な

津
つ

代
よ

さん

入賞者の皆さん

伊
い

郷
ごう

 育
いく

美
み

さん

　11 月 19 日、ノロウイルス食中毒予防を
目的とした「出前手洗い教室」が福島小学
校１年生の３組 66 名と２年生の３組 63
名を対象に実施されました。
　手洗いチェッカーで洗い残しがないか
確認しながら何度も手洗いを行いました。
しっかり洗ったつもりでも、洗い落とせて
いないところがあることが分かり、子ども
たちは、ばい菌を完全に洗い落とす難しさ
を理解しました。

全国障害者スポーツ大会で
メダルを獲得しました

「
出
前
手
洗
い
教
室
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た

防
災
士
と
連
携
し 

市
木
小
学
校
で
避
難
訓
練

第
20
回
串
間
市
美
術
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　11 月 4 日、市木小学校で地震・津波
を想定した避難訓練が行われました。避
難訓練は県防災士ネットワーク串間支部
の８名と連携しながら行われ、訓練後に
防災士が、訓練の様子を振り返りながら
避難時のポイントなどを説明しました。

　11 月 19 日～ 23 日の５日間、市文化
会館で『第 20 回串間市美術展』が開催
されました。
　美術展には絵画、写真、書道に 109 点
の力作が寄せられ、来場者の目を引いて
いました。

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト 

開
催
の
お
礼

●�

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
く
し
ま�

実
行
委
員
会

　

市
民
発
！
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

と
し
て
、
10
月
11
日
に
好
天
の
も

と
で
開
催
で
き
ま
し
た
。
今
回
で

12
回
目
と
な
り
、
総
合
運
動
公
園

で
は
昨
年
に
続
き
２
回
目
で
、
約

３
２
０
０
個
の
手
作
り
廃
油
キ
ャ

ン
ド
ル
を
灯
し
ま
し
た
。
配
置
の

作
業
で
は
、
福
島
高
校
生
や
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
高
校
生
、
日
南

学
園
看
護
専
攻
科
の
学
生
た
ち
80

名
ほ
ど
が
手
伝
わ
れ
、
点
火
時
に

は
市
民
の
み
な
さ
ん
も
多
く
参
加

さ
れ
て
、
ま
さ
に
「
百
人
の
一
歩
」

の
光
景
で
、
灯
火
の
美
し
さ
に
負

け
な
い
感
動
シ
ー
ン
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
初
め
て
エ
コ
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
表
を
行
い
、
小
中
学

生
９
名
が
ス
テ
ー
ジ
で
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
、
○
○
を

し
な
い
よ
う
に
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
そ
の
行
為
か
ら
地
球
や
生
き

物
た
ち
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る

か
を
よ
く
理
解
さ
れ
て
、
会
場
の

み
な
さ
ん
に
地
球
に
や
さ
し
い
生

活
を
し
よ
う
と
訴
え
、
深
い
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
会
場
の

ゴ
ミ
や
忘
れ
物
が
な
か
っ
た
の
も
、

早
速
そ
の
表
れ
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
６
組
の
パ
フ�

ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
、
出
店
と
共

に
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

後
片
付
け
の
手
伝
い
も
多
く
、
感

謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ン
ド
ル

作
り
の
廃
油
や
卵
の
殻
の
提
供
も

含
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

に
実
行
委
員
一
同
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ド
ル
の
や
さ
し
い
光
が

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
ね
。
自
分

た
ち
で
で
き
る
環
境
へ
の
取
り
組

み
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来
年

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意

●
く
ろ
や
ん
さ
ん

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
内
容
に
関
し
、
参
加

国
が
大
筋
で
合
意
に
向
け
て
意
見

を
ま
と
め
た
よ
う
で
す
ね
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
特
徴
と
し
て
、
会
合

で
話
し
合
わ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
が

「
原
則
非
公
開
」
で
あ
り
、
同
意

し
な
か
っ
た
場
合
に
は
会
合
の
内

容
そ
の
も
の
も
公
開
し
な
く
て
済

む
と
い
っ
た
、
農
業
国
ニ
ッ
ポ
ン

に
と
っ
て
は
実
に
不
利
な
ル
ー
ル

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
国
会
で
の
承
認
を
経
て

正
式
に
日
本
国
家
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ

同
意
が
正
式
に
決
ま
り
ま
す
が
、

隣
県
出
身
の
森
山
新
大
臣
が
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
対
す
る
見
解
を
変
え
て
い
る

だ
け
に
、
注
視
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
の
問
題
が
ク
ロ 

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

医
療
の
問
題
や
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
な

ど
他
に
も
重
要
な
事
項
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
注
視
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

振
り
返
る
人
生

●
百
野
達
夫
さ
ん

　

人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、

前
へ
前
へ
と
歩
き
続
け
る
。
も
ち

ろ
ん
立
ち
止
ま
れ
る
け
ど
過
去
へ

は
引
き
返
さ
れ
な
い
。
振
り
返
れ

ば
立
ち
止
ま
る
こ
と
の
勇
気
を
知

ら
ず
に
一
目
散
に
駆
け
続
け
た
若

き
頃
が
思
い
出
さ
れ
苦
笑
す
る
。

　

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
。

父
は
84
歳
で
亡
く
な
り
、
45
年
忌

も
過
ぎ
た
。
父
よ
り
４
年
も
長
生

き
し
て
い
る
。
88
歳
の
米
寿
。
い

つ
枯
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
老
人
。

自
分
が
自
分
に
感
心
し
て
い
る
。

誰
も
が
辿
る
道
の
り
。
急
が
ず
、

焦
ら
ず
、
欲
も
控
え
め
に
、
和
気

あ
い
あ
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
残
さ
れ

た
余
生
を
二
人
三
脚
で
歩
み
続
け

た
い
。

　

私
は
、
昭
和
18
年
に
16
歳
で
、

旧
国
鉄
の
志
布
志
機
関
区
に
就
職

し
た
。
Ｓ
Ｌ
の
機
関
士
も
務
め
た
。

　

振
り
返
る
人
生
を
思
う
と
き
、

さ
つ
ま
（
阿
久
根
市
）
の
田
舎
に

生
ま
れ
育
っ
た
の
が
、
縁
あ
っ
て

串
間
に
永
住
し
た
の
は
幸
せ
だ
っ

た
と
い
え
る
。
そ
れ
と
、
相
乗
り

で
き
て
い
る
広
報
へ
の
投
稿
は
、

日
々
を
張
り
あ
る
も
の
に
し
て
く

れ
る
。

　
最
近
は
引
き
こ
も
り
の
問
題
や
、

生
き
方
の
多
様
化
な
ど
も
あ
り
、

若
い
頃
の
勢
い
み
た
い
な
も
の
が

必
要
と
さ
れ
る
風
潮
も
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
逆
に
、
立
ち
止
ま
る
こ
と

の
勇
気
と
い
う
言
葉
は
す
ご
く
新

鮮
だ
と
思
い
ま
し
た
。

糖
尿
病
に
さ
よ
な
ら

●
リ
ナ
マ
マ
さ
ん

　

広
報
く
し
ま
10
月
号
健
康
マ
メ

ち
し
き
糖
尿
病
と
付
き
合
っ
て
い

く
た
め
に
、
今
私
た
ち
が
一
番
学

ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

　

血
糖
値
の
こ
と
、
運
動
が
大
事

な
こ
と
、
毎
日
日
記
を
つ
け
る
こ

と
と
同
じ
よ
う
に
三
日
坊
主
に
な

ら
な
い
よ
う
に
熟
読
し
ま
す
。
そ

し
て
主
人
の
糖
尿
病
と
さ
よ
な
ら

し
ま
す
。

　
糖
尿
病
の
問
題
は
、
広
報
く
し

ま
11
月
号
で
も
特
集
し
た
医
療
費

の
問
題
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
き

ま
す
。
ご
主
人
も
お
大
事
に
。

25  Kushima City Public Relations, 2015.12, Japan 広報 　　　　  24



市民
憲章

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

　

航
空
自
衛
隊
に
入
隊
し
、
早
３
年

と
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
最
初
の
教

育
期
間
を
山
口
県
防
府
市
で
過
ご
し
、

福
岡
県
遠
賀
郡
で
土
木
作
業
員
と
し

て
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
現
在
は
北

海
道
二
海
郡
に
あ
る
八
雲
分
屯
基
地

で
雪
深
い
北
海
道
な
ら
で
は
の
除
雪

作
業
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

航
空
自
衛
隊
へ
入
隊
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
「
東
日
本
大
震

災
」
。
当
時
高
校
２
年
生
だ
っ
た
私

は
、
自
衛
隊
に
よ
る
救
出
活
動
を
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
し
か
み
る
こ
と
が
で

き
ず
、
大
変
悔
し
い
思
い
を
し
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
地
震
や
津
波
に

よ
る
影
響
で
陸
上
か
ら
の
救
出
活
動

が
困
難
を
極
め
て
い
る
中
で
の
航
空

自
衛
隊
の
空
か
ら
の
救
出
活
動
に
心

か
ら
安
堵
し
ま
し
た
。
わ
た
し
も
国

民
に
安
心
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
自

衛
官
に
な
り
た
い
と
思
い
、
航
空
自

衛
隊
を
志
願
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力

本
部
日
南
地
域
事
務
所
で
の
２
カ
月

間
の
臨
時
勤
務
の
辞
令
を
い
た
だ
き
、

高
校
卒
業
以
来
初
と
な
る
、
長
期
間

の
帰
郷
を
し
ま
し
た
。

　

日
南
地
域
事
務
所
で
は
主
に
自
衛

官
等
採
用
試
験
志
願
者
に
対
す
る
試

験
業
務
や
、
地
域
に
密
着
し
た
広
報

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
串
間
市
内

に
も
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
コ
ン
ビ

ニ
、
他
多
数
の
店
舗
に
自
衛
官
募
集

の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
に
は
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
南
市
で
開
催
さ
れ
た
飫
肥
城

下
ま
つ
り
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
良
い
広
報
活
動
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
の

勤
務
は
毎
日
が
新
鮮
で
楽
し
く
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
自
衛
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
良
か
っ
た
ら
ど
う

ぞ
！

　

一
方
で
、
家
に
帰
っ
て
み
る
と

「
母
」
の
存
在
の
大
き
さ
に
気
づ
き

ま
し
た
。
毎
日
欠
か
さ
ず
お
弁
当
を

作
っ
て
く
れ
て
、
帰
る
と
お
風
呂
が

沸
い
て
お
り
、
テ
ー
ブ
ル
の
前
に

座
る
と
晩
ご
は
ん
が
出
て
く
る
こ

と
。
冷
蔵
庫
に
は
わ
た
し
の
大
好
き

な
ヨ
ー
グ
ル
ッ
ペ
が
よ
く
冷
え
て
い

る
こ
と
。
寝
る
前
に
は
愚
痴
や
悩
み

を
聞
い
て
も
ら
い
叱
咤
激
励
し
て
く

れ
る
こ
と
。
母
は
絶
対
的
に
わ
た
し

の
味
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し

て
何
よ
り
母
の
作
る
料
理
は
〝
世
界

一
”
お
い
し
い
と
い
う
こ
と
。
地
元

を
離
れ
、
社
会
に
出
て
か
ら
よ
う
や

く
親
の
あ
り
が
た
み
が
身
に
染
み
て

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
白
髪

混
じ
り
、
顔
の
し
わ
も
増
え
、
少
し

小
さ
く
な
っ
た
背
中
に
伝
え
ら
れ
る

限
り
の
「
感
謝
」
を
伝
え
、
ま
た
家

族
５
人
そ
ろ
っ
て
食
卓
を
囲
み
、
昔

の
話
が
し
た
い
と
、
そ
う
思
い
ま
す
。

　

こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は

わ
た
し
は
も
う
北
海
道
に
い
ま
す
。

直
接
、
顔
を
見
て
は
言
え
な
い
の
で

こ
こ
で
母
へ
の
感
謝
を
込
め
て
ひ
と

こ
と
つ
づ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
お
母
さ
ん
へ
。
わ
た
し
の
好
き

な
も
の
し
か
入
っ
て
な
か
っ
た
お
弁

当
の
お
か
げ
で
３
キ
ロ
も
太
っ
た
け

ど
、
ま
た
北
海
道
で
頑
張
る
か
ら
ね
。

ま
た
二
人
で
日
南
の
レ
ン
タ
ル
ビ
デ

オ
店
ま
で
韓
流
ド
ラ
マ
借
り
に
行
こ

う
ね
（
笑
）。体
に
は
十
分
気
を
つ
け

て
。
お
父
さ
ん
の
こ
と
、
く
れ
ぐ
れ

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
ね
。
で
は
行
っ

て
き
ま
す
」

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行

（No.996/2015.12）

●�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口  18,749人（前月比 -80人）
　男  8,688人　女 10,061人
　世帯数  8,194世帯（平成27年11月1日現在）

＊平成22年国勢調査からの推計人口です。

編
集
後
記

今月の表紙

随  

想

「
母
へ
」

平
田
　
麻
衣
子

ひらた まいこ（22歳）
串間市西方出身。航空自衛官。
八雲分屯基地所属。兄弟が３
人とも自立したので、これか
らは両親へ親孝行してあげた
い。北海道勤務は４年目。４
度目の除雪、大雪に挑む。

　11月３日、くしま総合案内所のオープニングイベントで福島高生
（渡

わた

会
らい

奏
かな

詩
う

さん、吉
よし

田
だ

光
ひか

里
り

さん、吉
よし

元
もと

優
ゆう

奈
な

さん）が串間菓子組合と協
力して開発したスイーツを販
売しました。福島高生が８月
末に市街地活性化案として、
スイーツカフェ開設を市に提
案。賛同した市が同組合に依
頼し、販売することになりま
した。地元食材を使用した２
種類のスイーツは好評で、準
備した140個は完売しました。

八雲分屯基地のみんなと

福島高生がスイーツを販売

まちづくりを真剣に考える人たちの
話には重みがある。まちづくりの原
点はそこに住む人たちのまちへの愛
情。まちを元気にできるのはそこに 
住んでいる人にしかできないと思う。 
傍観者ではなく当事者意識を持つこ
とが大切だと感じさせられた （イ）

くしままちづくり協議会の取材を通
して、串間にはまだまだおもしろい
人材がいるんだなとあらためて感じ
ました。想いがカタチになる瞬間を
共有することができて良かったです。
印象に残った言葉「串間の人が串間
を褒めないと誰が褒めるんだ」（オ）
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いこいの里で今年一年の垢を落とし、 
新しい年のご準備を
●串間温泉お笑い演芸会開催（入場無料）
●日時＝12月20日（日）午後２時半～
●会場＝いこいの里大広間
●クリスマスイベント
●日時＝12月25日（金）午後６時～　※要予約
　　　　�キャンドルのあかりの灯ったCaféスペースにて�

すてきなディナータイムをお過ごしください。
●料金＝�2,500円／人�

（前菜・スープ・鶏のコンフィ・パスタ・デザート）
●おせち料理作ります（要予約）
お子さまにご好評な洋風おせちもあります。
●料金＝10,000円（２～３人前）、その他
　食事処“藤吉郎”にて、大みそかに年越しそば、元旦は、おし
るこの無料振る舞いなど、さまざまなイベントをご用意して
お待ちしております。
　本年はご愛顧いただき誠にありがとうございました。2016
年もいこいの里をよろしくお願い致します。

星空観察会＆クリスマスコンサート！
　「宮崎の星空を見上げる会」の方々に星の解説を聞きな
がら天体望遠鏡で星空を観察します。その後は、クリスマ
スコンサート。すてきな都井岬の夜を過ごしてみませんか。
●日時＝12月12日(土)　午後６時～８時半（雨天決行）
●場所＝都井岬ビジターセンター
●料金＝大人（18歳以上）1,500円
　　　　小・中・高校生800円　※未就学児童無料
　　　　ペアチケット2,000円
●出演＝浜崎奈津子、子どもベンチャーズクローバー
●申込締切＝12月９日（水）（定員50名になり次第締切）

赤池渓谷　優遊ウォーキング（昼食付）
　日頃の疲れを森で癒し、アロマボム作り体験で癒し、家
に帰って作ったアロマボムでのんびり入浴♪癒しの１日を
都井岬ビジターセンター職員と一緒に体験しませんか。
●日時＝12月13日(日)　午前10時～午後２時（荒天時中止）
●場所＝赤池地区農村公園集合
●コース＝�赤池地区農村公園～赤池キャンプ場～赤池地区活

性化センター（昼食）～赤池地区農村公園（約3.5㎞）
●料金＝高校生以上  1,0００円　ペアチケット  1,500円
　　　  小・中学生　 7００円  ※未就学児童無料
●申込締切＝12月９日（水）（定員30名になり次第締切）

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　
休館日：�12月16日（水）

TEL 0987-75-2000指定管理者：株式会社スチールユニオン

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL 0987-76-1546
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『ミス六花』が
市民秋まつりに華を添える
右から
福島　鎌田 智菜津さん
大束　星田 綾佳さん
北方　武田 麻椰さん
本城　田中 愛さん
都井　井手 美香さん
市木　門内 茜さん

串間市は平和首長会議に
加盟しています
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